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執
行
委
員
長(

専
従)  

西
村
恭
介
（
北
須
磨
） 

執
行
副
委
員
長      

足
立
恭
信
（
市
科
学
技
術
） 

岩
井 

誠
（
武
庫
荘
総
合
） 

書 

記 

長          

岩
本
明
秀
（
神
戸
商
） 

書
記
次
長          

清
家
大
毅
（
尼
崎
西
） 

                  

阪
本
真
人
（
西
宮
甲
山
） 

執
行
委
員          

村
上
文
章
（
川
西
緑
台
） 

                  

小
川
美
奈
子
（
芦
屋
特
支
） 

                  

立
尾 

仁
（
い
な
み
野
特
支
） 

                  

棟
安
信
博
（
姫
路
西
） 

                  

船
脇
吉
広
（
高
等
特
支
） 

監
査
委
員          

佐
藤
知
己
（
川
西
緑
台
） 

                  

徳
永
佳
貴
（
三
木
） 

書 

記             

志
水
ひ
と
み 

 

 

本
部
役
員
選
挙
の
結
果
を
受
け
、２
０
２
１
年
度
の
兵
高

教
本
部
執
行
部
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。 

本
部
役
員
に
は
、新
た
に
書
記
次
長
に
清
家
大
毅
さ
ん
、

阪
本
真
人
さ
ん
を
お
迎
え
し
、執
行
副
委
員
長
に
岩
井
誠

さ
ん
が
就
任
し
ま
す
。執
行
委
員
に
は
小
川
美
奈
子
さ
ん
に

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、今
年
度
も
引
き
続
き
、

志
水
ひ
と
み
さ
ん
に
書
記
局
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

若
い
力
が
加
わ
っ
た
新
執
行
部
と
、
支
部
・
分
会
そ
し
て

す
べ
て
の
組
合
員
が
し
っ
か
り
と
つ
な
が
り
、地
に
足
の
着
い

た
実
践
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

兵
庫
の
教
育
に
責
任
を
持
つ
教
職
員
組
合
と
し
て
、イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
、
様
々
な
教
育
諸
課
題
の
解
決
、

現
業
職
員
の
職
の
あ
り
方
等
、
教
職
員
を
と
り
ま
く
諸
問

題
の
克
服
に
と
り
く
み
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
・安
心

な
学
校
づ
く
り
、公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
基
づ
く
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

穏やかな春の陽ざしの下で新年度が始まりました。学校

では新しいなかまを迎え、新学期に向けての準備が進めら

れていることと存じます。兵庫県の高等学校、特別支援学

校に採用されたみなさま、おめでとうございます。兵庫の

学校教育を支えていただくフレッシュなみなさまを心より

歓迎いたします。子どもたちが安心していきいきと過ごせ

る学校づくりを、ともに進めてまいりましょう。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症に翻弄された一年

でした。始業式・入学式直前に「緊急事態宣言」が出され、

子どもたちは新しいクラスのなかまと顔を合わせることす

ら十分にできないまま、２か月近い臨時休業が強いられま

した。その後も、通常の学校生活を完全に取り戻すには至

らず、様々な制約の中での学校生活が続き、学校行事の多

くが中止・変更・縮小されました。遠隔授業の実施など ICT

機器を活用した新たな学びのとりくみも進められました

が、各学校、各家庭の ICT・通信環境整備が追いついてお

らず、教職員の負担が増大するとともに、それぞれの家庭

環境による学習面での格差が従来以上に深刻な課題となっ

ています。 

この間、政府の対応は迷走を続け、後手後手に回ってい

ます。法的・疫学的根拠のない全国の学校への「一斉休業

要請」や布マスクの配布というパフォーマンス的な施策は

大した効果もなく、感染拡大防止よりも「経済を回す」こ

とを優先した「Go To キャンペーン」はさしたる経済効果

もあがらず混乱を招いただけでした。国内外からの多くの

反対の声に加え、関係者の不適切な言動でさらに批判が高

まっているオリンピックの開催は、強行しようとしていま

す。人々の不安や困窮、労苦に寄り添う気持ちはどこにも

見られず、「自助」を求め「最終的には生活保護」などと平

気で口にし、傲慢な姿勢を隠そうともしません。国民の命

や安心よりも、権力の維持と保身に終始し、自らにすり寄

ってくる輩の利益を優先する醜悪な姿が、人々の政治不信

を増幅しています。各自治体の首長らに目を向けても、パ

フォーマンスに終始し、自らの実績アピールに余念のない

人たちがマスコミを賑わせているという残念な状況です。 

権力の傲慢さに加え、社会全体で排除と相互監視の傾向

が強まり、感染者やその関係者に対する差別、誹謗中傷等

も大きな問題となっています。 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、世界中で政治の劣

化や今日の社会の病巣をより鮮明に浮かび上がらせまし

た。民主主義を破壊する行為、憎悪と対立を煽る行為が後

を絶ちません。 

今日の社会を見ていると、絶望的な気持ちにもなります

が、私たちは諦めるわけにはいきません。子どもたち一人

ひとりが尊重され、希望を持って安心して平和に暮らして

いける社会を創りあげるために、山積する諸課題に立ち向

かっていかなければなりません。 

教育に携わる私たちは、真実を見つめ、知性と理性を武

器に、人と人とのつながりを大切にし、粘り強くとりくみ

をすすめていきましょう。そのための拠りどころとなる場

所が、教職員組合です。 

昨年度も、兵高教は多くの新しいなかまを迎えることが

できました。平和・人権・民主主義を守り「兵庫の教育に

責任を持つ」兵高教の運動に、さらに多くの教職員のみな

さまが参加されることを願っています。 
 

 2021年 4 月     

執行委員長 西村恭介 

 

一人ひとりが尊重される社会を創るために 
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兵高教第３５回中央委員会開催 
３
月
27
日
、
神
戸
市
教
育
会
館
に
お
い
て
第
35
回
兵

高
教
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
西
村
執
行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
る
中
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
学
習
権
保
障
の
た
め
に
懸
命

の
努
力
を
続
け
て
い
る
教
職
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
上
で
、
現
在
の
社
会
情
勢
・
政
治
情
勢
に
触
れ
、

「
現
状
は
極
め
て
厳
し
い
が
、
諦
め
ず
に
粘
り
強
く
と
り

く
み
を
す
す
め
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
場
所
が
教
職
員
組
合
で
あ

る
と
し
て
、
さ
ら
な
る
組
織
拡
大
・
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。 

続
い
て
、
第
１
号
議
案
「
と
り
く
み
の
経
過
お
よ
び
当

面
の
運
動
方
針
（
案
）」
が
岩
本
書
記
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

中
央
委
員
か
ら
は
「
病
気
休
職
者
が
後
を
絶
た
ず
、
職
場

全
体
が
疲
弊
し
て
い
る
」「
外
国
人
生
徒
特
別
枠
を
設
け

て
い
る
学
校
や
総
合
学
科
そ
の
他
、
様
々
な
と
り
く
み
を

す
す
め
て
い
る
学
校
の
教
職
員
の
負
担
に
対
し
、
何
ら
か

の
手
当
を
新
設
で
き
な
い
か
」「
通
信
制
高
校
の
『
過
員

解
消
』
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
も
ス
ク
ー
リ
ン

グ
の
日
に
は
人
手
が
足
り
ず
、
生
徒
と
十
分
に
面
談
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
む
し
ろ
増
員
を
求
め
た
い
。
実
態
に
合

わ
な
い
定
数
法
の
改
正
を
要
求
す

る
と
り
く
み
が
必
要
」「
膨
大
な
量

の
課
題
を
課
せ
ら
れ
た
り
、
高
圧
的

な
生
徒
指
導
が
依
然
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

意
欲
が
失
わ
れ
て
い
る
」「
36
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
、
理
解
が
不
十
分

で
正
し
く
周
知
で
き
て
い
な
い
。
説

明
や
職
場
代
表
を
決
め
る
場
に
、
現

業
職
員
が
参
加
で
き
て
い
な
い
学

校
が
あ
る
」「
部
活
の
顧
問
の
委
嘱

に
際
し
、
本
人
の
意
に
反
し
押
し
つ

け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
分
掌

決
定
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
が
、
丁

寧
な
説
明
と
本
人
の
納
得
が
大
切

で
は
な
い
か
」「
各
学
校
の
安
全
衛

生
委
員
会
の
委
員
の
決
定
や
運
営

の
状
況
を
知
り
た
い
」
な
ど
各
学
校

の
現
状
・
課
題
が
報
告
さ
れ
、
討
議

を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
計
議

案
を
含
む
全
て
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

  
長い間、ありがとうございました 

日政連・第 26回参議院議員選挙候補予定者 

採用試験受験予定のみなさんへの案内・周知をお願いします♪ 

「退職者を囲む夕べ」は延期しました。現在のところ、６月２７

日（土）、第３５回定期大会終了後の開催を予定しています。 

兵高教 ４月後半の主な日程 
 

■拡大執行委員会 

   ４月 17 日（土）９:30～12:30 

    神戸市教育会館 ５階 
 

☆各支部代表者のご参加をお願いします！ 
 

■第２回臨採者学習会－採用試験対策講座‐ 

   ４月 24 日（土）1０:00～12:00 

    神戸市教育会館 ５階 
 

☆当初の計画から実施時間を変更していますのでご注意ください。 

★２０２１年度「5・15沖縄平和行進」は、新型コロナウイルス感

染症への対応のため、県外からの参加は中止となりました。 

２０２０年度末でご退職された方がた 
▼
尼
崎
支
部 

 
 
 

佐
藤
和
之
さ
ん 

 

（
県
立
尼
崎
高
校
） 

 

▼
阪
神
支
部 

 
 
 

富
田
篤
さ
ん 

   
(

県
立
西
宮
香
風
高
校) 

 
 
 

丸
岡
匡
孝
さ
ん 

 

（
県
立
芦
屋
高
校
） 

 

▼
県
高
支
部 

 
 
 

高
山
修
造
さ
ん 

 
(

県
立
神
戸
高
校) 

 
 
 

井
浪
哲
男
さ
ん 

 
(

県
立
御
影
高
校) 

 
 
 

福
田
明
子
さ
ん 

 

（
県
立
須
磨
東
高
校
） 

 
 
 

上
松
三
千
代
さ
ん 

 

（
県
立
神
戸
特
支
援
学
校
） 

 
 
 

足
立
政
浩
さ
ん 

 

（
県
立
長
田
商
業
高
校
） 

 

▼
市
高
支
部 

 
 
 

濱
本
眞
壽
さ
ん 

 

（
市
立
神
港
橘
高
校
） 

 

▼
東
播
支
部 

 
 
 

高
木
公
一
さ
ん 

 

（
県
立
明
石
西
高
校
） 

 
 
 

重
松
修
さ
ん 

 
 
 

（
県
立
東
播
磨
高
校
） 
 
 

以
上
11

人
の
方
が
た
で
す 


